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経
済
産
業
大
臣
は
、
４
の
`

の
特
定
エ
ネ
ル
ギ
ー

供
給
事
業
者
等
に
よ
る
非
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
利

用
等
の
状
況
が
４
の
^

の
判
断
の
基
準
と
な
る
べ
き

事
項
に
照
ら
し
て
著
し
く
不
十
分
で
あ
る
と
認
め
る

と
き
は
、
必
要
な
措
置
を
と
る
べ
き
旨
の
勧
告
を
す

る
こ
と
が
で
き
、
特
定
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
事
業
者
等

が
そ
の
勧
告
に
係
る
措
置
を
と
ら
な
か
っ
た
と
き

は
、
当
該
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
と
し
た
。（
第
八
条
及
び
第
一
二
条
関

係
）

５

政
府
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
事
業
者
に
よ
る
非
化
石

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
利
用
等
を
促
進
す
る
た
め
に
必
要
な

財
政
上
の
措
置
等
を
講
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
と
し
た
。（
第
一
三
条
関
係
）

６

国
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
利
用
に
要
す
る

費
用
の
円
滑
か
つ
適
正
な
転
嫁
に
寄
与
す
る
た
め
、
こ

の
法
律
の
趣
旨
等
に
つ
い
て
、
国
民
の
理
解
と
協
力
を

得
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
た
。（
第

一
四
条
関
係
）

７

経
済
産
業
大
臣
は
、
４
の
a

の
施
行
に
必
要
な
限
度

に
お
い
て
、
報
告
及
び
立
入
検
査
を
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一
五
条
関
係
）

８

経
済
産
業
大
臣
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
事
業
者
に
よ

る
非
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
利
用
の
促
進
の
た
め
の
施

策
の
実
施
に
当
た
り
、
環
境
の
保
全
に
関
す
る
場
合
に

は
、
環
境
大
臣
と
緊
密
に
連
絡
し
、
協
力
し
て
行
う
こ

と
と
し
た
。（
第
一
六
条
関
係
）

９

こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
経
済
産
業
大
臣
の
権
限
に

属
す
る
事
項
は
、
経
済
産
業
局
長
に
委
任
す
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一
八
条
関
係
）

10

４
の
a

の
命
令
に
違
反
し
た
者
に
必
要
な
罰
則
を
定

め
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一
九
条
〜
第
二
一
条
関
係
）

11

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
超

え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行

す
る
こ
と
と
し
た
。
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第
八
条
か
ら
第
十
条
ま
で
の
規
定
中
「
石
油
代
替
エ

ネ
ル
ギ
ー
」
を
「
非
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
に
改
め
る
。

第
十
一
条
中
「
石
油
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
」
を
「
非

化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
中
「
石

油
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
」
を
「
非
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー

技
術
」
に
改
め
、
同
号
イ
及
び
ロ
中
「
石
油
代
替
エ
ネ

ル
ギ
ー
」
を
「
非
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
に
改
め
、
同
条

第
二
号
中
「
石
油
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
」
を
「
非
化
石

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
」
に
、「
石
油
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
」

を
「
非
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
」
に
改
め
、「（
第
五
号

に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）」
を
削
り
、
同
条
第
四
号
及

び
第
五
号
を
削
り
、
同
条
第
六
号
中
「
前
各
号
」を「
前

三
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
四
号
と
し
、
同
条
の

次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
環
境
大
臣
と
の
関
係
）

第
十
二
条

経
済
産
業
大
臣
は
、
非
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
開
発
及
び
導
入
の
促
進
の
た
め
の
施
策
の
実
施
に

当
た
り
、
当
該
施
策
の
実
施
が
環
境
の
保
全
に
関
す

る
施
策
に
関
連
す
る
場
合
に
は
、
環
境
大
臣
と
緊
密

に
連
絡
し
、
及
び
協
力
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

附
則
第
二
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
二
条

削
除

（
中
小
企
業
信
用
保
険
法
の
一
部
改
正
）

第
二
条

中
小
企
業
信
用
保
険
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律

第
二
百
六
十
四
号
）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
の
六
第
一
項
、
第
三
条
の
七
第
一
項
及
び
第

三
条
の
八
第
一
項
中
「
石
油
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
」を「
非

化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
に
改
め
る
。

第
二
条
中
「
石
油
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
を
「
非
化
石

エ
ネ
ル
ギ
ー
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
中
「
石
油
（
原

油
及
び
揮
発
油
、
重
油
そ
の
他
の
経
済
産
業
省
令
で
定

め
る
石
油
製
品
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
代
え
て
」
を

「
化
石
燃
料
（
原
油
、
石
油
ガ
ス
、
可
燃
性
天
然
ガ
ス

及
び
石
炭
並
び
に
こ
れ
ら
か
ら
製
造
さ
れ
る
燃
料
（
そ

の
製
造
に
伴
い
副
次
的
に
得
ら
れ
る
も
の
で
あ
つ
て
燃

焼
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
を
含
む
。）で
あ
つ
て
経
済
産

業
省
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）以
外
の

物
で
あ
つ
て
、」
に
、「
供
さ
れ
る
物
」
を
「
供
さ
れ
る

も
の
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
の
規

定
中
「
石
油
」
を
「
化
石
燃
料
」
に
、「
に
代
え
て
使
用

さ
れ
る
」
を
「
以
外
の
」
に
改
め
る
。

第
三
条
の
見
出
し
及
び
同
条
第
一
項
中
「
石
油
代
替

エ
ネ
ル
ギ
ー
」
を
「
非
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
に
改
め
、

同
条
第
二
項
中
「
石
油
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
を
「
非
化

石
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
に
、「
石
油
の
」
を
「
化
石
燃
料
の
」

に
改
め
、
同
条
第
六
項
中
「
第
四
項
」
を
「
第
五
項
」

に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
七
項
と
し
、
同
条
第
五
項
を

同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
四
項
の
次
に
次
の
一
項
を

加
え
る
。

５

経
済
産
業
大
臣
は
、
供
給
目
標
を
定
め
よ
う
と
す

る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
環
境
大
臣
そ
の
他
関
係

行
政
機
関
の
長
に
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
条
か
ら
第
六
条
ま
で
の
規
定
中
「
石
油
代
替
エ

ネ
ル
ギ
ー
」
を
「
非
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
に
改
め
る
。

第
七
条
第
一
項
中
「
石
油
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
」を「
非

化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
石
油

代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
」
を
「
非
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
」

に
改
め
る
。

◇
通
貨
の
単
位
及
び
貨
幣
の
発
行
等
に
関
す
る
法
律
施
行

令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
政
令
第
一
八
〇
号
）（
財

務
省
）

１

天
皇
陛
下
御
在
位
二
〇
年
を
記
念
す
る
た
め
発
行
す

る
五
〇
〇
円
の
貨
幣
及
び
一
万
円
の
貨
幣
の
素
材
、
品

位
、
量
目
及
び
形
式
を
定
め
る
こ
と
と
し
た
。（
別
表
第

一
関
係
）

２

１
に
掲
げ
る
記
念
貨
幣
の
発
行
枚
数
を
、
五
〇
〇
円

の
貨
幣
は
一
、
〇
〇
〇
万
枚
、
一
万
円
の
貨
幣
は
一
〇

万
枚
と
す
る
こ
と
と
し
た
。（
別
表
第
三
関
係
）

３

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し

た
。

石
油
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
及
び
導
入
の
促
進
に
関

す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公
布
す

る
。御

名

御

璽

国
事
行
為
臨
時
代
行
名

平
成
二
十
一
年
七
月
八
日

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

河
村

建
夫

法
律
第
七
十
号

石
油
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
及
び
導
入
の
促
進

に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
石
油
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
及
び
導
入
の
促
進
に

関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
一
条

石
油
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
及
び
導
入
の
促

進
に
関
す
る
法
律（
昭
和
五
十
五
年
法
律
第
七
十
一
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

非
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
及
び
導
入
の
促
進

に
関
す
る
法
律

第
一
条
中
「
法
律
は
」
の
下
に
「
、
非
化
石
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
利
用
す
る
こ
と
が
」を
加
え
、「
に
資
す
る
た
め
、

石
油
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
を
「
及
び
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使

用
に
係
る
環
境
へ
の
負
荷
の
低
減
を
図
る
上
で
重
要
と

な
つ
て
い
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、非
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
」

に
改
め
る
。
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